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TheQuaternaryinfb㎜ation仕6mtephraandpeatlayeraroundtheKami血tamatainSharidake㍉blcano

isasfbllows

1)TheMashuTephra(Ma-f7200～6500yrsBP)isdistributedonslopeslowerthan1250ma.s.1.in

SharidakeVblcano.ThelackofMashuTephraonslopeshigherthanl250ma.s.1.suggestsslopeinstability

intheearlyHolocene.

2)The14CAgeofpeatlayerinKamifUtamata(1240ma.s.1.)was4510±70yrsBP:3490-3460calBC

(5440-5410calBP)/3370-2930calBC(5320-4880calBP).TheI4Cageindicatesatimewhenplant

grewhere.Inaddition,itissuggestedthatthepeataccumulatedduetoanincreaseinsnowto

Neoglaciation.

はじめに

斜里岳は,阿 寒一知床火山列に属す る独立した

成層火山で知床半島の付け根付近に位置する.お

よそ28万 ～25万 年前(K-Ar年 代)の 火山活動によ

って火山砕屑物 と溶岩が堆積 して円錐火山が形成

され,そ の活動の末期に現在の頂上部分をつくる

溶岩ドームが出現した(船 山1991;船 山ら1993).

その後の長期間にわたる火山体の開析によ り,放

射状の谷が発達 し,い くつかのピークと急峻な斜

面からなる斜里岳上部の地形が形成 された.

こうした斜里岳上部の斜面地形については,こ

れ まで未調査だ った よ うであ る.今 回,空 中写真

判 読 ・火 山灰 層の分布 ・泥炭層 の14C年 代 資料 によ

り,斜 里岳上二 股周辺 の火山開析地形 とそれ に関

わる古環境 などの若干 の知見を得た ので報告す る.

な お,空 中写真 は 国土 地 理 院1987年 撮 影1/4万

(HO.87-IYC8.21・22)を 拡 大 した ものを使用 し

た.現 地調査 は2001年8月26日 に 実施 した.

一の沢谷頭部の地形

一の沢は斜里岳火山の開析谷で
,山 頂南側の上

二股 ・竜神の池付近から北西方向に延びる.上 二
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図1.一 の 沢 谷 頭 部 周 辺 地 形 学 図.

SharidakeVblcano

Fig.1.GeomorphologicalmaparoundKamifUtamataintheupperpartof

股 ・竜神の池周辺の一の沢谷頭部は火 口跡とされ

てお り(杉 本 ・長谷川1959),稜 線部や下流側に

比べて緩傾斜な谷底が広が っている.こ の谷頭部

は,岩 脈か らなる馬の背の稜線(船 山ら1993)を

除いては,北 東一南西方向に延びる稜線に挟まれ,

幅500m前 後 ・深 さ100～200mの トラフ状を呈して

いる.こ の トラフ状谷底は,南 西側の三の沢へほ

ぼ連続 している.一 ・の沢は上二股の下流側に顕著

な遷急点があるので,お そ らくトラフ状谷底を三

の沢から争奪したものであろう.
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図1に 空中写真判読によって作成した一の沢谷

頭部のトラフ状谷底周辺の地形学図を示す(空 中

写真上の判読結果を トレースしたもの).一一・の沢

谷頭部では,上 部斜面には崩壊地(裸 地)や 崩壊

跡地が認められるが,ト ラフ状谷底付近は崖錐 ・

沖積錐などが分布し比較的傾斜が緩い.ト ラフ状

谷底の西端の遷急点より下流側(北 西側)の 一の

沢は,河 床勾配が急にな って霊華の滝 ・七重の滝・

方丈の滝 ・羽衣の滝 ・水蓮の滝などが連なる峡谷

を形成 し,両 岸の谷壁斜面も開析を受けきわめて

急峻である.こ の谷壁の開析は,上 流側では トラ

フ状谷の谷底にあたる上二股付近まで及んでお り,

そこにも遷急点が形成 されている.

摩周火山灰の分布からみた完新世前半の斜面環境

以下では,文 献か らの引用 ・比較 などの便宜

上,14C年 代のyrsBPに 統一 して記述する.

摩周火山より飛来した粗粒で白黄色軽石の摩周

火山灰Ma-f(7200～6500yrsBR町 田・新井1992)

は,清 里コースの清岳荘～上二股の一の沢沿いの

谷底付近で認められるが,1250m以 高の胸突八丁

～馬の背～山頂にかけての斜面や稜線上では全 く

見 られない.こ の事実は,以 下のような開析谷の

形成や完新世前半の斜面環境を示す.

一の沢の谷底付近にMa -fが堆積していることか

ら,一 の沢の開析谷が完新世前半のMa-f降 下期に

はすでに形成されており,そ れ以降現在までの間

に一の沢の下刻はほとんどなかったことになる.

現在の高山帯～亜高山帯の高度帯では,最 終氷

期に活発な周氷河作用によって基盤岩の削剥や砂

礫の移動が著 しかったが,完 新世へはいって気候

の温暖化によって斜面が安定化するとともに植生

の定着をもたらした.現 在の斜里岳は,崩 壊地や

岩壁を除いてほぼ 山頂まで植生に覆われている.

上二股以高にMa-fが 存在しないことか ら,1250m

以 高の高度 帯 につ いてみれば,完 新 世前半 の

7000yrsBPご ろには,ま だ斜面が安定化せず,周

氷河作用による面的な削剥が生じていた可能性が

高い.1250m以 高の斜面が安定し,植 生が進入 ・

定着するのは7000yrsBP以 降であろう.

同様な状況は 日高山脈西部からも報告されてお

り,樽:前d火 山灰(Ta-d:約8000yrsBP)が1250m

以高には存在 しないことから,高 い高度帯におけ

る斜面上での物質移動が完新世初期までつづいて

いたことが推定されている(清 水1989) .

上二股の泥炭層の14C年代 と完新世の斜面環境

トラフ状谷底にあたる上二股周辺は比較的緩傾

斜な斜面で,一一部に崖錐 ・沖積錐などが分布する

(図1).上 二股周辺の植生は,樹 高2～3mほ

どのダケカンバ ・ミヤマハンノキなどからなる低

木林である.

上二股の登山道分岐点(標 高1240m)で は,深

さ1mほ どのガ リーが形成されてお り,山 頂に向

湧ミ羅
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図2.上 二 股 の 位 置(1/2.5万 『斜 里 岳 』)と 模 式 横 断 面 .Fig.2.LocationofKamifUtamataanditscross -section .

一3一



清 水長 正 ・村田良介

図3.上 二 股 の ガ リー 壁 ス ケ ッ チ.Fig.3.SketchofoutcropinKamifUtamata

かって左側(北 側)の ガ リー壁には砂礫層と泥炭

層の互層が現れている.ガ リーの南側の斜面表層

には厚 さ10～20cmのMa-fが 堆積しているが,北 側

のガ リー壁には存在しない(図2).

図3に ガ リー壁のスケッチを示す.ガ リー底に

は火砕岩の基盤岩が露出し,径1m～40cmほ どの

巨礫が点在する.こ れ らの巨礫は基盤の侵食時に

移動し,そ こに留まったものであろう.ガ リー底

は,そ のまま砂礫層と埋没泥炭層からなる堆積物

の基底に連続している(図2).埋 没泥炭層は2層

認められ,下 位の泥炭層は基盤岩直上に厚さ12cm,

その上位に厚さ18cmの 砂礫層を挟んで厚さ10cmの

上位の泥炭層,さ らに上位には厚さ50cmの 砂礫層

が覆 う.こ れらの堆積物は西側へ100前 後傾斜し

て堆積してお り,基 底面の傾斜 とおよそ平行する.

上下の泥炭層に挟まれた下位の砂礫層は,径10～

20cmの 角礫を含む.上 位の砂礫層は,径2～05cm

ほどの小角礫を主とし,西 側へ傾斜するラミナが

認められる.

泥炭層は,や や黒泥化しているもののわずかに

微小な木片を含んでいる.下 位の泥炭層から採取

した試料の14C年 代は,次 のとおりである.

測 定 番 号:Beta-159717

℃ 年 代:4510±70BP

較 正 暦 年 代:3490-3460calBC

(5440・ 一5410calBP)/

3370-2930calBC

(5320-4880calBP)

試 料:泥 炭

採 取 地 点:斜 里岳上二股(標 高1240m)

図3に 見 られる堆積物の層序から,基 盤(火 砕

岩)の 侵食が起 こった後,植 生が成立 して泥炭層

が堆積し(4510±70yrsBP),そ の後,そ れを覆 っ

て砂礫層,さ らに泥炭層,砂 礫層の堆積が くり返

されたことがわかる.

泥炭層の堆積は,植 生の定着した時期を指示す

る.こ この泥炭層は基底面とほぼ平行に傾斜して

堆積しているので,湖 沼堆積物ではないようであ

る.ト ラフ状谷底の緩傾斜部で基盤の侵食が起 こ

り,微 小な凹凸が形成され,そ うした水を蓄えや

すい谷底の湿潤な条件下で植物遺体が分解せずに

堆積したものであろう.

砂礫層の堆積は,現 在一の沢谷頭部には崩壊跡

地が多いことから(図1),そ れ らの崩壊地から砂

礫が供給されたと考えられる.上 位の砂礫層は比

較的厚 く,細 かい砂礫か らなるラミナが認められ

るが,こ れは,お そらく大雨や融雪時の流量の増

加によって崩壊裸地からの砂礫の運搬がくり返さ

れ,う すい砂礫層が累積 した結果とみられる.

上二股付近の斜面の一部はMa-fに 覆われている

ことか ら,7000yrsBPご ろに斜面はおよそ安定 し

ていたと考えられるが,登 山道分岐点の谷底では

Ma-fが 認められず,そ の後 も侵食が起こっていた.

4500yrsBPに は植生が一旦定着したが,谷 底部で

土砂移動が活発な場所でもあり,そ れ以降砂礫の

堆積と植生の定着が くり返された.

高山帯における完新世の植生の定着の年代に関

して,本 州日本海側の山地では黒泥層の生成期が
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完新世前半という結果が多 く得られている(苅 谷

1994;佐 々木 ・苅谷2000な ど).い っぽ う北海道

内の資料 として,大 雪山の稜線部では,完 新世前

半に泥炭が堆積開始 した湿原はあるものの,湿 原

の多 くが完新世後半の4600yrsBP以 降に泥炭が堆

積開始したとの報告がある(五 十嵐 ・高橋lg85;

高橋 ・五十嵐1986;高 橋 ら1988).こ うした,完

新世後半の泥炭の堆積については,5000yrsBP以

降に起こった冷涼 ・湿潤気候環境下で生じたもの

で(五 十嵐 ・高橋1985),冷 涼化にともなって残

雪量が増大し,消 雪時期が遅れて多量の融雪水の

供給によることが考えられている(高 橋1gg2).

また,こ れら完新世後半の泥炭層の堆積は,全 世

界的なネオグラシエーション期の寒冷化の影響に

よるという意見もある(小 泉 ら1984).

斜里岳上二股付近は,現 在でも例年6月 中～下

旬ごろまで残雪が見 られる.泥 炭層が堆積 した当

時は,現 在よ りも残雪量が多 く消雪時期が遅れる

ような気候環境であったと考えられ る.現 在泥炭

の堆積が継続 しているのは6月 下旬～7月 上 ・中

旬 まで残雪が残るところとされるので(小 泉 ら

1984),上 二股付近では4500yrsBPに は現在より1

～2旬 程度消雪が遅れていた可能性がある.

まとめ一上二股周辺の環境変遷

斜里岳清里コースの上二股を中心 とした地域で

の調査の結果,得 られた資料をもとに斜里岳上二

股周辺の古環境をまとめてみよう.

斜里岳は,お よそ28万 ～25万 年前の火山活動に

よって成層火山が形成されたが,そ れ以降,火 山

体に開析谷が形成 された.一一の沢の開析谷はMa-f

降下期の7000yrsBPま でには,現 在の谷底まで下

刻されていた.

25万年前以降に2回 あった氷期(MIS6の 氷期

と最終氷期)に は,山 体上部の斜面が周氷河作用

によって面的な削剥を受けていたことが推定され

る.こ うした周氷河作用による面的な削剥や物質

移動は,1250m以 高の高度帯では,完 新世前半の

7000yrsBPに なっても続いていたが,そ れ以下の

高度帯は7000yrsBPに はおおむね安定していた.

標高1240mの 上二股は,一 一の沢の開析谷の上端

部 で は 開析 が 及び 基 盤 岩 が侵 食 され た が,

4500yrsBPに は安定 し植生におおわれ泥炭層が堆

積 した.こ の泥炭層の堆積は,ネ オグラシエーシ

ヨンへ向う寒冷化の影響によって消雪時期が遅れ,

融雪水による湿潤な環境下で堆積した可能性が高

い.そ の後泥炭層は,崩 落裸地からもたらされた

砂礫層に覆われ,さ らに泥炭層 ・砂礫層の堆積が

くりかえされた後,安 定しダケカンバなどからな

る低木林が成立した.

本稿作成にあた り,金 城大学の守屋以智雄教授

ならびに東京学芸大学の小泉武栄教授にご助言を

あおいだ.㈱ 阪神コンサルタンツの柳田誠部長に

は14C年 代測定に関す る情報をいただいた.現 地

調査では斜里町教育委員会の高木ゆかり氏のご協

力を得た.以 上の方々に御礼申し上げます.

文献

五十嵐 八枝子 ・高橋 伸幸.1985 .北 海 道 中央高地,

大 雪 山 にお ける高地湿原 の起 源 とそ の植 生変

遷(1).第 四 紀研究24:99-109.

苅 谷 愛彦.1994.14C年 代 とテ フロ クロ ノ ロジー

か らみ た月山の亜 高山帯 に分布 す る埋没黒 泥

層の生成期.第 四紀研 究33:269-276.

小 泉 武栄 ・山川 信之 ・原篤 ・坂本里美.1984 .上

越 平標 山の埋 没泥炭層 か らみた完新 世後期 の

気候 変化.地 理 学評論57A:739-748.

佐 々木 明彦 ・苅谷愛 彦.2000.三 国 山地平標 山の

高 山帯 に分布す る泥炭質土 層の生成 開始期.

季 刊地理 学52:283-294.

清 水 長正.1989.夕 張 山地南部 ・日高山脈西部 に

おけ る最終 氷期か ら完 新世初頭 にかけて の斜

面安定性 の垂 直的変遷 第四紀研 究28:159-

170.

杉 本 良也 ・長谷川潔.1959.5万 分 の1地 質図幅

説 明書 「斜里岳」.42pp.北 海 道 開発庁 ,札 幌.

高 橋伸幸 ・五十嵐八枝子.1986.北 海 道 中央 高地 ,

大 雪 山におけ る高地 湿原 の起源 とそ の植 生変

遷(II).第 四 紀研 究25:ll3-128.

高 橋 伸幸 ・中村 俊夫 ・曽根 敏雄 ・五十嵐 八枝子.

1988.大 雪 山の湿原 におけ る泥炭 層基底付近

の14C年 代.第 四紀研 究27:39-41 .

高 橋 伸幸.1992.大 雪 山 にお ける湿原 の成 立.季

刊地 理学44:1-17.

船 山 淳.1991.北 海 道 大学理学部地 質学鉱物学 教

室修士 論文.

船 山淳 ・後藤;芳彦 ・合地 信生 ・松 田功 .1993.斜

一5一



清水長正 ・村田良介

里岳 の 自然 一生いた ちと高山植物.47pp.知

床 博 物館協 力会,斜 里.

町 田洋 ・新井房 夫.1992.火 山 灰 ア トラス.276PP.

東 大 出版会,東 京.

一6一


